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	利用の手引き
	目次
	１．はじめに
	⑴ 放課後児童クラブとは
	行政上の位置づけ
	「放課後児童クラブ運営指針」に基づき、事業運営および育成支援を行っています。 （※２０１５年３月に厚生労働省策定。現在はこども家庭庁が所管）
	養護：身体的な生命・安全・健康・衛生や子どもの生活を守る支援。 教育：子どもの発達段階に応じて、子どもの資質と能力を引き出し、自立と　　 　　　自己実現を支援する。 ケア：子どもの思いや感情を共に分かち合うことを基礎とした支援。

	育成支援とは…

	⑵ 放課後児童クラブ「郷内子どもの家」とは

	事 業 名：放課後児童健全育成事業（倉敷市より委託を受けております） 運営主体：社会福祉法人 中野社会福祉協会 施 設 名：放課後児童クラブ 『郷内子どもの家』
	２．利用条件と定員
	原則として郷内小学校に在籍する１～６年生で、次のいずれかに該当する場合
	※次のような場合には、退所をお願いすることがあります。
	クラブ２
	定員：４５名
	クラブ１
	定員：４５名
	クラブ３
	クラブ4
	定員：３５名
	定員：３５名
	⑴ 利用条件
	⑵ 定員

	３．開所日／利用について
	　  ※学校へのご連絡とは別に、郷内子どもの家にも必ずご連絡ください。
	⑴ 通常開所日
	⑵ コドモンでの申請に関するお願い

	⑶ 登所・降所
	進入禁止
	ここは駐車場ではありません
	駐車場
	４．利用料金
	① 通常保育
	・1 年間の登録を原則としております。保育料の日割り制度はありません。
	・土曜日に小学校の授業があった場合は、通常保育となります。

	② 超過保育
	・やむを得ない事情でお迎えが１９時１分を超える場合は、超過保育となります。
	超過保育になることが分かった時点ですみやかにご連絡ください。
	・土曜保育は１８時１分から延長保育となります。

	③ 早朝延長
	・利用する場合は、２日前までにご連絡ください。

	④ 土曜保育
	・利用する場合は、必ずその週の木曜日までにコドモンで出席申請をお願いします。

	⑤一日保育
	・長期休業期間（夏休み等）の保育を一日保育と呼びます。一日保育期間、児童クラブを全く利用しない場合も通常保育料は発生します。
	・学校行事での振替休日（運動会等）や家庭学習日（入学式等）は、一日保育の対象となります。お盆期間も一日保育の対象とし、開所することとなりました。

	⑴ 保育時間と保育料
	適応条件
	減免額
	①　非課税世帯・生活保護世帯

	ー３,０００円／月
	②　発達障がいや身体障がいがあり、通級や児童 　　デイサービスに通うため定期的に欠席となる。

	―４００円／日
	①　市より届く通知等証明となるものをご提出ください。
	②　２種類の書類の提出（診断書など、減額申請書） 　　欠席連絡時に『都合欠』『○○（通級などの施設名）利用のため』 　　と申請している。 　　※上記の２点を満たすことで、減免が適用されます。

	※保育料などは原則として、口座振替となります。
	１．口座振替はコドモン（みずほファクター株式会社「トータルネット」を利用）
	　　が代行します。
	２．引き落としの際に、コドモン利用料として１児童につき、口座振替手数料込み　　
	　　の２５０円を集金させていただきます。
	３．毎月２０日にご指定の口座より保育料を引き落とします。２０日が金融機関
	　　の休業日（土日祝日など）に当たる場合は、翌金融機関営業日が引き落とし
	　　となります。
	４．残高不足などで引き落としができなかった場合は、指定の口座に翌月5 日まで
	　　に振り込んでいただくことになります。その際の振込手数料は各ご家庭での
	　　負担となります。
	※原則として年間登録となりますので、１か月利用がなくても退所するまでは
	　集金させていただきます。


	⑵ 減免制度について
	⑶ 支払い方法
	５．各種手続き
	申請書類提出
	書類審査
	説明会参加
	※1 年単位の更新となります

	３者面談（新規利用の場合のみ）
	各種登録
	利用開始
	■休所手続き→休所届の提出
	※ただし、在籍料として［月額1,000 円とコドモン利用料250円］が必要となります。

	■退所手続き →退所届の提出
	　原則として年間登録制となりますが、やむを得ず利用をやめる場合は、
	　所定の退所届を提出してください。退所後は 原則として年度内の再利用は、
	　できません。
	※手続きは、月末までに届け出ることで翌月から適用となります。
	※コドモンの資料室「事務手続き」内、または郷内子どもの家のホームページ「ダウンロード」からご利用ください。

	⑴ 利用開始までの流れ
	⑵ 登録内容の変更
	１．登録内容に変更 がある場合、変更届の提出が必要です。
	２．提出した書類などに変更があった場合、速やかに所定の用紙にて届け出てください。
	　   例：引っ越しで住所が変わった。転勤で職場が変わった等
	　　※ホームページからもダウンロードしていただけます。

	⑶ 休所・退所手続き

	６．保育について
	学校がある日
	14：00
	開所　(学年ごとに随時集団登所します) おやつ／宿題／自由遊び
	19：00
	閉所
	19：01
	超過保育


	土曜保育・一日保育
	7：00
	早朝延長
	8：00
	通常保育
	9：00
	朝の会
	12：00
	昼食
	15：00
	おやつ
	19：01
	超過保育

	⑴ 一日の流れ
	※土曜日保育は、18：01 から延長保育です。


	⑵ 持ち物
	※持ち物にはすべて記名をお願いします。
	※紛失やトラブル防止のため、学童の活動に必要のないものの持参はご遠慮ください。持参を検討される物がある場合は、事前にクラスリーダーにご相談ください。
	学童に常備していただくもの
	学童に毎日持ってきていただくもの
	・水筒　
	土曜保育・長休日保育（学校のない日）

	⑶ 宿題について
	⑷ 着替え／衣服について
	１．登所後の着替えは必須ではありませんが、お子さまの過ごし方や様子に合わせて
	　　ご判断いただき、必要な場合はご持参ください。
	２．児童クラブで下着を借りた際には、新しい下着の返却をお願いします。
	３．子どもたちのプライバシーを守り、安全に活動できるよう、丈の短いズボンや
	　　スカート、胸元やお腹が見えやすい服装はできるだけお控えいただき、安心して
	　　遊べる服装での登所にご協力をお願いいたします。
	４．活動によっては、衣服が汚れる場合があります。汚れてもよい服装でお越しくだ　
	　　さい。
	５．サンダルなど脱げやすい履物ではなく、安全に活動できる靴で登所してくだ
	　　さい。服装によっては、安全面を考慮し、活動を控えていただく場合があります。

	⑸ お道具箱について
	１．郷内子どもの家では、お道具箱は設置しません。基本的な文房具や筆記用具は
	　　学童で用意しており、自由に使用することができます。持参を検討される物が
	　　ある場合は、事前に支援員にご相談ください。

	⑹ おやつ
	１．15～16時ごろに（下校時間によって変動します）おやつを提供します。
	　　※アレルギーについては必ずコドモンに入力してください。


	⑺ 昼食／お弁当について
	⑻ 行事・活動について
	行事
	誕生日会や遠足、お泊り会やあそびの大会など年間を通して様々な行事を
	企画しております。

	活動
	子どもたちが自分たちで考え、話し合い、計画して実行するものです。
	１．学校給食のない日はお弁当と水筒が必要です。
	２．原則として食べ残しの保管は行っていません。
	３．保護者支援の一環として、お弁当を注文（有料）することができる日があります。
	　　※期限を過ぎた場合は、原則として追加／変更をお受けすることができません。
	４．食中毒予防のため、保冷剤を多めに入れてください。
	５．電子レンジやお湯での加熱や調理が必要なお弁当の持参はご遠慮ください。
	６．お弁当を忘れた場合や、こぼして食べられなくなった場合など、昼食がない状況に
	　　なった際は、保護者の方へご連絡いたします。


	７．その他
	⑴ 加入保険について
	加入保険の種類
	②学童保育賠償責任保険
	　（ 病院名、病名、治癒期間、病院の電話番号 ）
	　  を必ずクラブへご連絡ください。



	(2) 個人情報の取り扱い
	個人情報については関係法令に基づき適切に取り扱い、プライバシー
	　  保護を優先します。
	守秘義務を遵守し、業務上知り得た機密情報の機密保持に努めます。
	　関係法令：厚生労働省令第６３号 　「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」 　（秘密保持等）第１６条 　「倉敷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」 　（秘密保持等）第１０条

	(3)感染症への対応
	■インフルエンザ等感染症による小学校の休校
	→上記①②の期間中は対象となる学年と学級の子どもたちは元気な状態でも
	　クラブを利用できません。
	■個人でインフルエンザ等感染症にかかった場合
	※小学校だけではなく必ずクラブにも連絡をお願いします。
	→罹患報告書 や治癒証明の提出は不要です。
	→ 小学校提出用の罹患報告書 や治癒証明(コピー可)を登所日に提出して
	　ください。
	※夏休み期間等で小学校から罹患報告書や治癒証明書がもらえない場合は、
	　コドモンの資料室「事務手続き」内、または郷内子どもの家のホームページ
	　「ダウンロード」からご利用ください。

	(4) 災害時の対応
	◆警報発令時などの対応（倉敷市子育て支援課より）
	　→児童クラブは閉所
	　※特別警報・大雨警報・高齢者等避難等が解除されたが、学校が休校
	　となった場合を含む。

	　→児童クラブは閉所
	〇午前６時に特別警報・大雨警報・高齢者等避難等が発表されていたが、その後
	　解除 された場合
	　→児童は自宅待機となり、給食調理は中止となる。その後、特別警報・
	　　大雨警報・高齢者等避難等が解除された場合、状況に応じ学校長判断で、
	　　「登校」または「休校」となる。
	④学校の判断が「登校」の場合

	　→児童クラブは開所するがお弁当持参
	⑤学校の判断が「休校」となった場合

	　→ 児童クラブは閉所
	⑥ 震度５弱以上の地震が発生した場合

	　→児童クラブは閉所
	　※既にクラブを開設している場合は、保護者の方にお迎えを要請する。
	⑦ 台風などにより小学校が「一斉臨時休業」の措置をとった場合

	　→児童クラブは閉所


	８．お問い合わせについて
	住所：〒710-0142 　　　岡山県倉敷市林1000（郷内小学校内） 電　話：086-485-3602 メール：gkodomo-ie@nsfk.okayama.jp
	管理者携帯：070-3135-4104
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